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P3−44−6　妊娠週数 に よ る胎動占有割合の 変化 と特徴一
妊婦就寝中の FMAM 　recorder で の 計測一
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【目的】振動 を検出す る 静電容量 型 加速 度セ ン サーを使用 した 胎動計 （fetal　movement 　acce 且eration 　measurement 　recorder ：

FMAM 　recorder ）に よ り，自宅 における 長時間の 胎動測定が可能とな っ た．正常妊娠例 につ い て，妊娠経過 に よっ て 変化す

る fetal　gross　movement の 出現頻度と特徴につ い て検討 した．【方法】書面 に よ る イ ン フ ォ
ーム ドコ ン セ ン トを得た 正常妊娠

経過
・
分娩に至 っ た 妊婦 30人 を対象に，妊娠 28週か ら 39週 まで の 期間 に以 下の 計測を行っ た．妊婦自身に よっ て，胎児用

と母体用の セ ン サーをそれぞれ腹壁上 と大腿部 に装着 し，就寝中の 胎動を自動的に 記録 した．腹壁 セ ンサーだ けが 振動を検出

し た場合 に雌動あ りと判定した，4時間以 上胎動記録が可能で あっ た データにつ い て，一晩の 記録 を 10秒ご との 区画 に わ け，
全区画の 中で 胎動がある 区画の 出現頻度を

一
晩当た りの 割合 として 算出 した．週数 ご との 胎動占有割合か ら，平均値と中央値

の 2 つ の 標準曲線を作成 した．また，計測期間を妊娠 28〜31週，32〜35週，36〜39週 の 前 ・中 ・後 3期間 に分け て 胎動占有

割合 の ヒ ス トグ ラ ム を作成し，出現頻度を検討 した．こ の 研究 は当院の 倫理委員会 の 承認（帝倫 13−100）を得 て 行 っ た．【成績】
合計約 1，108時間，約 398β80区画 の データを得 られ た，胎動占有割合の 平均値 ・中央値 の 標準曲線 は妊娠週 数 と と もに低 下

し，そ の ヒス トグ ラム は前期で は正 規分布であ っ た が，中〜後期と進む につ れ て 正規性を失 い 胎動占有割合の 少な い もの が 増

加 した．【結論】妊娠 28週 以 降の 正 常妊 娠 にお い て は，妊娠週 数 の 進行と と もに，fetal　gross 　movement の 出 現は全 体 と して

減少 し， さ らに ， 出現頻度の 少ない 個体数が 増加す る．

P3・44・7　位相差 トラ ッ キ ン グ 法を用 い た 胎児脈圧 の 計測お よ び拍動流 ポ ン プ を用 い た 血 液循環モ デ ル に よ る 実験
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【目的】血 圧 は ヒ ト胎児に お い て非侵襲的 に評価する こ とが 困難な指標で あ る，位相差 トラ ッ キ ン グ法は計測点を高精度 （速

度　O．1　mm ／s，積分距離 0．2μ皿 ）に計測で き，我 々 は こ れ を応用 し ヒ ト胎児の 脈圧計測 を試 み て きた．今回，血 液循環モ デル

を用 い た実験 で 脈圧計測精度を 明 らか に す る，また
， 同計測法で ヒ ト胎児に お い て 妊娠週数 お よ び 出生 前ス テ ロ イ ドが脈圧 に

与える 影響を明 らか に す る．【方法】脈圧 計測 は water
−hammer 式を理論背景 と し，血 流速度と脈波伝播速度計測か ら算出す

る．血流 速度は ドプ ラ法で計測し，脈波伝播速度は位相差 トラ ッ キ ン グ法に よ り血管壁運動速度を 2点で 同時に計測する こ と

に よ っ て得られ る遅 延時間か ら算出 した．血液循環モ デ ル にお い て前述 の 脈圧計測法で得られ た値と圧力計に よ る真値を比

較 した．また，同意の 得られた 正常胎児 98 例 （16−40 週），出生 前ス テ ロ イ ドを投与された 21例 （23−33週）を対象 と して 下

行大動脈横隔膜 レ ベ ル で の 脈圧を計測 し，妊娠週数および外因性 ス テ ロ イドが ヒ ト胎児脈圧 に与え る影響を検討した，【成績】
血 液循環 モ デル に よ る実験で は 実測真値 と計測脈圧 は強い 相関を示 した （R ＝O．99，p＜O．Ol）．正 常 ヒ ト胎児 にお い て 脈圧 は 妊

娠週数 に相関し増加 した （16．47mmHg 士 12．80　mmHg ，　 R ＝0．75，　 P＜ 0．Ol）．出生 前ス テ ロ イ ドを投与された ヒ ト胎児は投与後

2 日 目だけ 脈圧 が 上昇 した （p ＜O．Ol，　 one −way 　ANOVA ），【結論】本研究で は 脈圧計測精度を実験 に よ り検証 し，ヒ ト胎児に

お い て 計測可 能 な手法で あ り臨床応用 へ の 可 能性を示 した．
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【目的】妊娠経過 とともに臍帯静脈血 流量が 増加する こ とが 知 られ て い るが，妊娠 20 週 か ら 36週 の 臍帯静脈血 流 増加量 を評

価 し，そ れが 胎児循環の 評価 の 指標 に な るか を検討 した．【方法】2015年 5 月
一2015年 9 月に 当院で 分娩管理 した 症例を対象

に，妊娠 20 週 と妊娠 36 週の 超音波検査で 臍帯の フ リ
ー

ル
ープ の 静脈径，お よ び臍帯静脈流 速を測 定 し臍帯静脈血 流 量【臍 帯

静脈血流量 （理論値）一（臍帯静脈径／2）2＊ π ＊ 臍帯静脈流速 （m1 ／min ）】を求め た．臍帯静脈血 流増加率が 10％tile未満の 症例

を Case，10％ tile以 上 の 症 例 を Controlと し，出 生体重 ，羊水 過少 の 頻 度，分娩時胎児心 拍数 モ ニ タ リ ン グ異常の 頻度（Level
4 以上 の NRFS ），臍帯異常 の 頻度を比較した，本研究 は ， 当院倫理委員会の 承認を得 て ， 行われ た．【成績】　CaSelO例，　 Con・
tro197例 を 検 討 し た，　 Caseの 臍 帯静 脈血 流 量 の 平 均 値 は 妊 娠 20週 で 137．2± ll7．7ml／min ，妊 娠 36週 で 197．8± 126．2ml／

min
’

，妊娠 20週 か ら妊娠 36週 の 臍帯静脈血 流増加率 （妊娠 36週一
妊娠 20週臍帯静脈流量／妊娠 20 週臍帯静脈流量）は 42．4

± 33．2％＊で あ っ た．Controlで は，妊娠 20週 で 120．8 ± 234．9　ml ／min ，妊娠 36週 で 401．8± 181．9　ml ／min
’

で あ り，血 流増 加率
は 483．9± 42＆7％ ＊

で あ っ た〔
噌

；p ＜0．05），SGA ，羊水過少，　Leve14以 上 の NRFS ，お よび臍帯異常の 頻度は Caseが それ ぞれ

70．0％ “

，30．0％，30．0％，40．0％ “

で あ るの に 対 して ，Controiで は 102％，62％，12」％
，
6．2％ と case 群で 高頻度で あっ た．【結

論】妊娠 20 週から妊娠後期 に 向けて の 腰帯静脈の 血流増加量が 10％tile未満の 症例 で は，　 SGA ，羊水過少，　 Level4以 上 の

NRFS ，臍帯異常が 高頻度で あ り，児 の 周 産期管理 上 の 有用 な指 標 に な る と考 え られ た，
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